
SICORP 年次報告書（公開版） 

 

日本―イスラエル 国際共同研究「レジリエントな社会のためのＩＣＴ」 

平成 28 年度 年次報告書 

研究課題名（和文） 人間を系に含むマルチエージェントレジリエント最適化 

研究課題名（英文） Resilient human-in-the-loop multiagent optimization 

日本側研究代表者氏名 横尾 真 

所属・役職 九州大学 大学院システム情報科学研究院 主幹教授 

研究期間 平成 29 年 1 月 20 日～平成 32 年 3 月 31 日 

 

 

１．日本側の研究実施体制 
 

氏名 所属機関・部局・役職 役割 

横尾 真 
九州大学・大学院システム情報
科学研究院・主幹教授 

本研究課題の総括 

櫻井 祐子 
九州大学・大学院システム情報
科学研究院・准教授 

最適化技術開発 

東藤 大樹 
九州大学・大学院システム情報
科学研究院・助教 

選好統合技術開発 

 

 

２．日本側研究チームの実施概要 

 

WP1 および WP2 の各研究項目に関して，次年度以降の研究方針の策定と，基礎的な成果

の獲得に成功している．（成果発表については下のリストを参照のこと．） 

 イスラエル側との共同研究の状況としては，WP1 の提携構造形成問題に関して，イスラ

エル側の機関であるバーイラン大学との実質的な共同研究が既にスタートしており，計画以

上の研究成果が期待できる． 

 WP2 でも，イスラエル側との共同研究の具体的な計画が立っており，平成 29 年 6 月に
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は，代表者の横尾および WP2 の東藤がバーイラン大学を訪問し，詳細な研究打合せ・意見

交換を行う予定である． 
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